
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本共産党久喜市議団  №41 

市議団ニュース 
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予
算
議
会
報
告
第
２
弾 

特別会計でも住民負担押し付け 合併３年目 

全
体
で
は
０
．
９
％
の
増
税
と
な
り
、「
所
得

割
」
と
「
均
等
割
り
」
の
２
方
式
に
な
り
ま
し

た
の
で
、
家
族
の
多
い
方
は
、
１０
万
円
を
超
え

る
負
担
増
で
す
。 

４
月
か
ら
特
定
検
診
の
４０
歳
か
ら
７４
歳
ま

で
の
方
は
無
料
で
受
け
ら
れ
、
検
査
項
目
も
心

電
図
と
眼
底
検
診
が
加
わ
り
ま
す
。
資
格
証
の

発
行
は
、
低
所
得
者
に
は
発
行
し
な
い
な
ど
の

改
善
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
前
進
面
も

あ
り
ま
し
た
が
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ

は
、
旧
栗
橋
町
が
お
こ
な
っ
て
い
た
程
度
ま
で

増
額
さ
せ
る
こ
と
。
医
療
費
の
増
を
防
ぐ
た
め

の
具
体
的
施
策
を
進
め
る
こ
と
。
ま
た
国
に
対

し
て
は
、
国
負
担
を
元
に
戻
す
な
ど
の
制
度
改

善
を
強
く
要
求
す
る
こ
と
。
な
ど
を
通
じ
て
国

保
税
の
引
き
下
げ
を
す
る
べ
き
、
と
提
案
し
な

が
ら
反
対
を
し
ま
し
た
。 

（
国
保
の
会
計
に
対
し
、
市
の
一
般
会
計
か
ら

財
政
支
出
を
す
る
こ
と
） 

国
保
会
計 

本
予
算
は
、
水
道
料
金
を
平
均
７
．
１
％
値

上
げ
改
定
し
た
こ
と
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。 

県
下
自
治
体
で
も
１３
㎜
で
９
位
、
20
㎜
で
８

位
の
高
い
料
金
で
の
統
一
と
な
り
ま
し
た
。
価

格
の
高
い
「
県
水
」
の
比
率
も
７８
％
か
ら
８６
．

５
％
と
な
り
、
価
格
を
押
し
上
げ
る
要
因
を
作

っ
て
い
ま
す
。
安
価
な
地
下
水
を
効
果
的
に
利

用
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
も
そ
も
高
料
金

は
、
将
来
人
口
を
見
誤
っ
た
行
政
側
が
過
大
投

資
し
た
た
め
維
持
管
理
や
更
新
費
用
が
財
政

を
圧
迫
し
て
い
る
こ
と
が
大
き
い
の
で
す
。 

ま
た
、
審
議
で
は
料
金
滞
納
者
へ
の
「
給
水

停
止
」
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
昨
今
の
一

家
餓
死
事
件
も
あ
る
中
で
、
長
期
滞
納
者
に
は

機
械
的
な
給
水
停
止
の
対
応
で
は
な
く
、
生
活

困
窮
を
想
定
し
て
福
祉
部
局
と
の
連
携
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
料
金
軽
減
に
向
け
て

は
、
法
に
基
づ
い
て
一
般
会
計
か
ら
の
出
資
、

貸
付
、
補
助
な
ど
を
検
討
す
べ
き
で
す
。 

 

 

水
道
会
計 

 

国
は
、
介
護
保
険
制
度
の
見
直
し
の
中
で
「
軽
度
」

認
定
者
へ
の
支
援
制
限
、
在
宅
利
用
者
へ
の
利
用
制

限
な
ど
を
す
す
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
施
設
か
ら
在

宅
」
へ
の
方
針
で
、
こ
れ
で
は
、
ま
す
ま
す
利
用
者

に
「
介
護
難
民
」
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

ま
た
市
は
、
介
護
保
険
税
の
引
き
上
げ
に
よ
り
新

年
度
か
ら
平
均
で
１
１
２
７
円
、
３４
・
５
％
の
大
幅

な
値
上
げ
を
実
施
し
市
民
に
は
負
担
増
と
な
り
ま

す
。
こ
れ
で
は
払
い
た
く
て
も
払
え
な
い
滞
納
者
が 

さ
ら
に
増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
待
機
者
が
た
く
さ

ん
い
る
中
で
２
０
０
床
増
床
の
計
画
も
あ
り
ま
す

が
、
ま
だ
ま
だ
、
施
設
の
充
実
と
ホ
―
ム
ヘ
ル
プ
サ

ー
ビ
ス
な
ど
、
地
域
で
十
分
受
入
れ
が
で
き
る
体
制

づ
く
り
が
必
要
で
す
。
こ
の
た
め
に
も
市
独
自
の
上

乗
せ
制
度
な
ど
を
拡
充
す
べ
き
で
す
。 

  

介
護
保
険
会
計 

日
本
共
産
党
議
員
団
、
住
民
の
負
担
軽
減
策
や 

利
益
を
守
る
提
案
を
し
な
が
ら
き
っ
ぱ
り
反
対
！ 

ごみの指定袋に 

対する申し入れ 

 

 日本共産党久喜市委員

会と同宮代町委員会で３

月２８日の衛生組合議会

の最終日、田中管理責任者

に対し、ゴミ袋の指定（有

料化）反対、４月実施の凍

結、住民への説明の徹底を

申し入れしました。 
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新議長に上條哲弘氏（飛翔）、副議長に戸ヶ崎 博氏

（公明）選出  毎年変わる議長、これでいいのか？ 
 

 
予算議会の最終日、議長、副議長が相次いで

辞職したため、それぞれ選挙をおこないまし

た。日本共産党議員団は、「投票による選挙」

を主張し、議長には木村議員、副議長には 

渡辺議員に投票しました。昨年度に行われた議会の

活性化のための検討会では「議長などが毎年のよう

に変わるのでは、行政と対等に渡り合えない」とし

て任期の４年を務めるべきと提案していました。 

３
月
２２
日 

全
員
協
議
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。 

耐
震
補
強
に
助
成
金
が
で
ま
す 

安
全
安
心
の
街
づ
く
り
と
し
て
４
月
１
日
よ
り
既
存
の
建

築
物
を
耐
震
化
し
た
場
合
、
市
か
ら
助
成
金
、
上
限
５
０
万

円
が
出
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
耐
震
補
強
と
と
も
に
耐
震

診
断
、
耐
震
補
強
設
計
に
も
上
限
５
万
円
の
助
成
金
が
出
ま

す
。
こ
れ
ま
で
耐
震
診
断
の
み
の
助
成
で
「
こ
れ
で
は
耐
震

化
は
進
ま
な
い
」
と
党
議
員
団
は
指
摘
し
、
経
済
効
果
が
大

き
い
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
と
耐
震
補
強
を
兼
ね
合
わ
せ
た

方
式
を
進
め
る
べ
き
と
提
案
を
し
て
い
ま
し
た
。 

※
「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
」
は
住
宅
の
改
修
や
リ
フ

ォ
ー
ム
の
際
、
久
喜
市
内
の
業
者
に
注
文
す
れ
ば
市
か
ら
一
部

が
助
成
さ
れ
る
と
い
う
地
域
お
こ
し
の
制
度
で
す
。 

「
安
心
し
て
団
地
に
住
み
続
け
た
い
」
の
思
い
が

議
会
に
届
き
ま
し
た
。
居
住
の
安
定
求
め
、
国
に

意
見
書
提
出
を
、
の
請
願
が
採
択
さ
れ
る
！ 

 

な
お
、
意
見
書
の
文
案
や
提
出
時
期
な
ど
に
つ
い
て
党

議
員
団
は
、
今
後
賛
成
し
た
会
派
、
議
員
と
の
協
議
を
持

つ
予
定
で
す
。 

（
賛
成
・
共
産
４
、
政
策
７
、
公
明
５
、
無
所
属
１
、 

欠
席
１ 

 

反
対
・
飛
翔
１５
） 

「
公
的
年
金
支
給
額
の
減
額
に
反
対
す
る 

意
見
書
」
（
概
要
） 

野
田
政
権
は
来
年
度
か
ら
公
的
年
金
の
支
給
額
を

２
・
５
％
引
き
下
げ
る
こ
と
を
決
め
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
実
施
さ
れ
れ
ば
少
な
い
年
金
が
命
綱
と
も
い
え
る

年
金
者
に
と
っ
て
影
響
は
甚
大
で
す
。 
よ
っ
て
、
公

的
年
金
支
給
額
の
減
額
に
反
対
し
ま
す
。 

 

結
果
（
賛
成
・
共
産
４
の
み
で
否
決
） 

 「
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
を
行
わ
な
い
こ
と
を 

求
め
る
意
見
書
」（
概
要
） 

 

政
府
・
与
党
は
「
税
と
社
会
保
障
一
体
改
革
」
で
消

費
税
を
１
０
％
へ
と
引
き
上
げ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
た
め
、
低
所
得
者
ほ
ど
負
担
が
重
く
、
増
税
に
よ

り
、
消
費
も
低
迷
し
ま
す
。
大
企
業
の
内
部
留
保
を
活

用
す
る
な
ど
現
在
の
税
制
度
の
大
転
換
を
求
め
ま
す
。 

 

結
果
（ 

賛
成
・
共
産
４
、
飛
翔
・
井
上
、
鈴
木
精
一 

反
対
は
他
の
飛
翔
所
属
議
員
、
公
明
、
政
策
会
議
、 

 

無
所
属
で
否
決 

) 

 

で
否
決 

) 

 

 

し
て
否
決
） 

「安心・安全のための、総合的な利根川流

域治水事業の促進を求める意見書」  

この意見書には、八ッ場ダム事業の早期完成

することが要望項目に入っており、党議員団は、

以下の質疑をし採決では反対をしました。 

主な質疑は、 

ダムを作っても治水効果がうすいのでは。 

ダム建設により河川改修予算が減少している。

堤防強化などの流域治水に力をそそぐべきで

は。八ツ場ダム建設の予定地の地盤が崩落する

危険があるとされているが、など。 

答弁としては、想定外の雨量にも備えることが

必要で、利根川の上流部でダムの治水は効果が

ある。などが出されました。 

結果・賛成は飛翔１４、退席 1、欠席１、    

政策会議６、公明５ 反対は共産４ 

政策会議１（猪股）無所属１で可決 

党
議
員
団
提
出
の
意
見
書
の
採
決
結
果
は 

 

 


